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Ⅰ．はじめに
　わが国の母子保健は、健やか親子21で子どもの心の
安らかな発達の促進と育児不安の軽減を目指して様々
な取り組みがなされている一方で、児童相談所に報
告があった被虐待児数は年々増加傾向にある（財団法
人母子衛生研究会，2011）。虐待の原因となる背景は
様々な要因が絡み合い関連しているが、その中で社会
的孤立や多くの家族が離婚等の家族関係の変動がある
ことが指摘されている（松本，2009）。核家族世帯が
6 割を占め、また隣人との交流が希薄化する昨今、家
族の絆や人との絆を感じにくい環境であると考えられ
る。また、10代の自殺率においても年々増加傾向（財
団法人母子衛生研究会，2011）にあり、その反面で新
しい命を生み出したいと必死の思いで不妊治療を続け
るカップルも少なくはない。このような環境が日常化
していく中で、改めて命の大切さや、生きることのす
ばらしさ、家族や人との絆を実感できる機会の重要性
は増しており、また実質的に対象者の思いに届く質的
に充実した取り組みが求められていると言える。
　このような社会背景の中、映画「うまれる」は、
2011年から自主上映会を開始し、商業目的ではなく授
業の一環としてや病院や学校、有志の手によって70の
映画館で上映されている。その内容は「子どもは親を
選んでうまれてくる」という体内記憶をモチーフに出
産、死産、不妊、障害を持った子の出産など様々な経
験をされるご夫婦、ご家族の生の姿を見、「生きる」こ
とを考える、ドキュメンタリーとして制作されている
（豪田，2009）。
　今回、神戸市看護大学地域連携国際交流委員会では
地域社会における健康支援の一環として、地域の方々
が世代を超えて、改めて命の大切さや生きることに
ついて考える機会となることを目的に上映会を企画し
た。
　本研究は、この機会を捉えて、改めて命の大切さ
や、生きることのすばらしさ、家族や人との絆を実感
できる機会をもつことができたかどうかを明らかにす
るために行った。また、感じたことは、独身や育児中
の世代、育児を終えた世代など世代による感じ方に違
いが生じるのかどうかを明らかにすることを目的に
行った。
Ⅱ．方法
１ ．研究デザイン
　質問紙調査による量的研究。
２ ．調査対象者
　映画「うまれる」の上映会に参加した中学生以上の
参加者。
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３ ．調査期間
　第 1 回上映会2011年10月 8 日と第 2 回上映会2012年
3 月10日の 2 日間。
４ ．調査方法
　無記名による自記式質問紙調査を「うまれる」上映
会に参加した人に行った。
　上映会当日、受付にて参加者に依頼文書と調査票を
配布し、映画上映後に質問紙の記入を依頼した。映画
上映後に回収箱を設け、調査票を回収した。調査票は
無記名とし調査票の回収をもって研究に同意したとみ
なした。
５ ．調査内容
1 ）属性：年齢、性別。
2  ）社会的状況：結婚の有無、子どもの有無、子ども
の年齢、職業形態
3  ）映画を見て「お産」、「夫婦」、「子ども」、「生きる
こと」、「家族」について感じたこと、頭にうかんだ
ことについて、そのまま記載してもらった。なお、
記載は単語、文章といった指定はおこなわなかっ
た。
4 ）映画で一番印象に残っていること
６ ．分析方法
　対象者の属性や背景は単純集計を行う。映画を見て
感じたことは自由記載になるため、その特徴を分析す
るためにテキストマイニングソフトウェアの機能の
一部を利用して、単語の出現頻度と係り受け頻度の分
析を行った。単語頻度分析では、どのような単語が多
く抽出されたかをみることにより、対象者がどのよう
な事（単語）を多く思い浮かべたかを知ることができ
る。また、係り受け頻度分析では、思い浮かべた単語
を、どのように感じたかを知ることができる。例え
ば、「お産」という言葉を思い浮かべると、それに続く
イメージは人によって「辛い」と感じる人もいれば、
「楽しい」と感じる人もいる。係り受け頻度分析をする
ことにより、思い浮かんだ単語にどのように感じたか
を知ることができる。
　また、文中の単語の中には同じ意味でも人によって
記載方法が異なる場合がある。例えば「お産」という
単語は人によっては「出産」と表現する人もいる。そ
のため、分析を行う前に、以下の単語は同じ意味の単
語であると認識できるように辞書を作成し置換処理を
おこなった。解析ソフトは Text Studio for Windows.ver. 
3.1を使用した。
置換処理を行った主な単語
1 ）「キセキ」「きせき」：「奇跡」と置換
2 ）「たいへん」「たいへんそう」：「大変」と置換
3 ）「きずな」「キズナ」：「絆」と置換
4 ）「命がけ」：「命懸け」と置換
5  ）「大事」「だいじ」「たいせつ」「ダイジ」：「大切」と
置換
6 ）「いのち」：「命」と置換
7  ）「生まれる」「産まれる」「産む」「生む」「うむ」：
「うまれる」と置換
8 ）「こ」「子ども」「子供」：「子」と置換
9 ）「出産」：「お産」と置換
10）「えらぶ」「えらんで」「選んで」：「選ぶ」と置換
11）「宝物」「タカラ」「たから」：「宝」と置換
７ ．倫理的配慮
　調査対象者に、書面で研究目的、研究内容を説明
し、研究への参加は自由意志であり、参加をしなくて
も不利益を受けないことを説明した。また調査票は無
記名とし、個人が特定されないように配慮した。
　本研究は平成23年神戸市看護大学倫理委員会の承認
（2011-1-16）を受けて実施した。
Ⅲ．結果
１ ．参加人数
　映画「うまれる」上映会の参加人数は、第 1 回目
上映は459名、第 2 回目上映は98名の合計557名であっ
た。回収数は404名（回収率72.5％）であり、有効回答
数は360名（有効回答率64.6％）であった。
２ ．対象者の属性および背景
　 対 象 者 の 年 齢 は 平 均41.8歳 ±14.1歳（range13~84
歳）であり、40代の参加が最も多く、60代以上の参
加は12.1％みられた（表 1 ）。子どもありの人は263名
であり、子どもの最少年齢は 0 歳最高年齢は62歳で
あった。子どもの平均年齢は第一子が17.7±12.34歳
（n=260）、第二子が16.9±11.3歳（n=206）、第三子が15.7
±12.1歳（n=81）、 第 四 子 が18.6±13.0歳（n=14）、 第
五子が19.8±17.4歳（n=6）であった。住居は西区が最
も多く202名（56.3％）、次いで西区以外の神戸市70名
（19.5％）、神戸市以外の兵庫県70名（15.5％）、他の都
道府県17名（4.7％）であった。 8 割の人が女性、既婚
者であった。
　有職者のうちフルタイムでの勤務は135名（64.3％）
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みられた。
３ ．参加理由と上映会鑑賞後の評価
　 7 割以上の人が、本上映の内容に興味があり参加
していた（表 2 ）。上映会鑑賞後の評価は、「とても
よ か っ た」 が204名（73.6 ％）、「よ か っ た」 が72名
（26.4％）、「どちらでもない」が 1 名（0.4％）、「あまり
よくなかった」「よくなかった」は 0 名で大半の人がよ
く感じていた。
表 2 　参加理由（複数回答） n=359
４ ．「うまれる」鑑賞後に最初にうかんだ言語につい
て（表 ３ ）
1 ）お産は
　「お産は」の後に続く言語の抽出は694語であり、全
体の回答としては「大変」という言語が最も多く抽出
され、お産は「大変」という印象をもった人が多くい
たと考えられる。性別、既婚の有無、子どもの有無、
職業形態において差はみられなかった。世代間におい
ては20代、30代では「大変」という言語以外にも「命」
という言語が抽出された。50代では「素晴らしい」と
いう回答が最も多く抽出された。
　係り受けの言語では「大変－素晴らしい」が最も多
くみられた。
2 ）夫婦とは
　「夫婦は」の後に続く言語の抽出は622語であり、全
体の回答としては「きずな」という言語が最も多く
抽出された。世代間においては50代までは「きずな」
という言語が最も多かったが、60代以上では「大切」
という言語が多くみられた。結婚の有無では既婚者は
表 1 　対象者の属性 n=360
表 3 　最初に浮かんだ最も多かった言葉
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「きずな」という言語が最も多く、未婚者では「支え
る」が最も多く抽出された。子どもの有無では、子ど
もがいる人は「きずな」が最も多く抽出された。
　係り受けの言語では「仲－良い」が最も多くみられ
た。
3 ）子どもは
　「子どもは」の後に続く言語の抽出は695語であり、
全体の回答としては「宝」という言語が最も多く抽出
された。どの世代でも「きずな」という言語の抽出が
最も多く見られた。
　係り受けの言語では「親－選ぶ」が最も多くみられ
た。
4 ）生きることは
　「生きることは」の後に続く言語の抽出は606語であ
り、全体の回答としては「楽しい」「素晴らしい」とい
う 2 言語が最も多く抽出された。「楽しい」「素晴らし
い」という言語の抽出は世代間や性別、既婚の有無、
子どもの有無、職業形態等の属性や背景に差はみられ
なかった。
　係り受けの言語では「苦－楽」が最も多くみられた。
5 ）家族は
　「家族は」の後に続く言語の抽出は569語であり、全
体の回答としては「大切」という言語が最も多く抽出
された。20代、30代では「きずな・大切」という言語
が最も多く抽出された。
　係り受けの言語では「一緒－いる」「一緒－笑う」が
最も多くみられた。
５ ．「うまれる」で一番印象に残ったこと（表 ４ ）
　「一番印象に残ったこと」の自由記載では427の文章
数が抽出され、2376語の言語が抽出された。全体の回
答としては「うまれる」という言語が最も多く抽出され
た。世代間別では、各々印象に残った内容に差はみら
れなかった。また性別、結婚の有無、子どもの有無に
よって、一番印象に残ったことも差はみられなかった。
　係り受けの言語では「親－選ぶ」が最も多くみられ
た。
Ⅳ．考察
　上映会の参加者はほとんどの人が映画の内容に興味
があり、うまれることや生命についてもともと関心が
高い人が多く参加していたと考えられる。
　参加者の年齢層は10代から80代と幅広く、孫から祖
母世代までの参加がみられた。命や家族について考
える機会は、学校等で開催される性教育や地域での乳
幼児とのふれあい体験等（神戸市看護大学共同研究，
2012）があるが、対象者の年代は限定されている。し
かし映画という手法は、年代に関係なくどの世代にも
参加しやすく、様々な世代に命の大切さや、生きるこ
とのすばらしさ、家族や人との絆の実感をもってもら
うことができる機会となったと考えられる。
　「お産は」で最も多く抽出された言語は「大変」で
あり、出産の印象は本映画からは、どのような立場で
あったとしても、ほとんどの人が大変という印象を持
ち、出産をした人の経験だけではなく、出産を経験し
ていない人でも同じように「大変」という感覚を持っ
たといえる。大変という言葉は大辞泉によると重大な
事件、物事が重大であることという意味で使用され
る。そのため、子どもを産むということは、重大なこ
とであるという認識が強く残ったと考えられる。また
係り受け言語では「大変」のあとに続く言葉は「素晴
らしい」であり、良い意味での「大変」としてとらえ
られていると考える。
　「夫婦は」で最も多く抽出された言語は、20代から
50代では「きずな」が最も多く抽出された。20代から
40代は子育て期であり、映画では30代前後の夫婦が障
表 4 　一番印象に残っていること
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害を持つ子どもの育児を夫婦で支えあいながら子育て
をしている姿や、夫婦で支えあって不妊治療や死産の
悲しみを乗り越える姿が描写されており、その中から
きずなを感じたのではないかと考える。また、60代か
らは「大切」という言語が多く抽出されたのは、支え
あって子育てをし、壮年期を過ごしたことを振り返っ
て、お互いの存在が大切であると感じたのではないか
と考えられる。晩婚化が進み、結婚率が低下し、さら
に離婚率が増加する昨今（財団法人母子衛生研究会，
2011）、夫婦とはと考え、「きずな」「大切」と感じるこ
とができたことは、よい機会であったと考えられる。
　「子どもは」で最も多く抽出された言語は「宝」「か
けがえのない」といった言語であり、大切な存在であ
るという印象を多くの人が持っていた。子どもの虐待
件数が増加する中（財団法人母子衛生研究会，2011）、
映画が子どもの大切さを実感できる機会を増やす手段
となると考えられる。
　青年期の次世代育成力を育むためには親からの存在
肯定メッセージを感じることが関連しているという報
告がある（菱谷ら，2010）。今回の上映では親、祖父母
世代の人達共通に、子どもを「宝」という肯定的な印
象で表現しており、こうした印象を日常の中で子ども
や孫に伝えていくことができると良いと考えられる。
　近年、出生前診断の技術が進み、必要な情報の獲
得、胎児や子育てに関する「自己の信条の表現」と
いった理由から出生前診断を希望する夫婦も少なくな
い（荒木，2012）。親が子どもを選択するという考えが
ある一方で、子どもが親を選ぶという映画のモチーフ
は命の大切さや生命倫理について考える機会となった
のではないかと考えられる。
　「生きることは」では、様々な年代が生きることを素
晴らしい、楽しいと感じていた。10代の自殺率が増加
する中、生きることを苦ではなく、素晴らしいと感じ
ることができるよい機会となったと考える。
　本調査では、「家族」についても「大切」「きずな」
という印象を多くの人が持つ事ができ、どの世代にお
いても、生きることや家族の絆を大切に感じたことが
明らかであり、改めて命の大切さや、生きることのす
ばらしさ、家族や人との絆を実感でき機会となったと
考えられる。
Ⅴ．結論
1  ．属性や社会的背景による違いはあっても、「出産」
は「大変」だが、「子ども」は「宝」であり、「夫婦」、
「家族」は「支え」あう大切な存在で、「生きること」
は「素晴らしい」と感じていた。
2  ．命をテーマにした映画の上映は生きることや家族
の絆について考える機会を幅広い年代に提供する機
会となる。
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